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三
八

一　

は
じ
め
に

近
代
科
学
が
最
初
に
西
欧
に
お
い
て
誕
生
し
た
と
い
う
事
態
は
、
世
界
史
の
立
場
か
ら
見
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
画
期
的

な
出
来
事
で
あ
っ
た
（
1
）

。
地
球
上
で
、
西
欧
だ
け
が
近
代
科
学
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
近
代
科
学
は
、
近
代
の
歴
史
や
社
会

に
根
本
的
な
影
響
を
与
え
た
と
い
う
よ
り
、
近
代
の
歴
史
や
社
会
そ
の
も
の
を
形
成
し
た
と
い
え
る
（
2
）

。」

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
近
代
科
学
は
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
末
に
か
け
て
幾
多
の
近
代
技
術
を
生
み
、
や
が
て
科
学
と

技
術
は
手
を
取
り
合
っ
て
「
技
術
と
し
て
の
科
学
」「
技
術
の
た
め
の
科
学
」
と
し
て
人
間
生
活
の
改
善
を
目
指
し
て
突
き
進
み
、
二
〇

世
紀
に
な
っ
て
満
開
期
を
迎
え
、
豪
華
な
果
実
を
た
わ
わ
に
し
た
（
3
）

。
こ
の
流
れ
は
二
一
世
紀
の
今
日
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な
い
。
い
ず
れ

に
せ
よ
科
学
技
術
は
、
人
類
に
未
曾
有
の
物
質
的
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
（
4
）

。
そ
れ
で
も
人
類
は
、
さ
ら
な
る
豊
か
さ
を
求
め
、
そ

の
限
り
な
い
欲
望
を
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
経
済
成
長
を
目
指
し
続
け
て
い
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
科
学
技
術
は
二
〇
世
紀
に
二
度
の
世
界
大
戦
の
大
き
な
推
進
役
を
担
っ
た
し
、
ま
た
そ
の
科
学
技
術
も
二
度
の
世
界

大
戦
を
通
じ
て
飛
躍
的
に
発
展
を
遂
げ
た
。
二
〇
世
紀
後
半
の
半
世
紀
に
は
世
界
的
規
模
の
戦
争
が
無
か
っ
た
お
か
げ
で
、
科
学
技
術
は

物
質
的
繁
栄
、
便
利
さ
な
ど
計
り
知
れ
な
い
恩
恵
を
人
類
に
与
え
、
人
間
生
活
の
質
的
量
的
向
上
に
直
接
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
は
、
い
わ
ば
科
学
技
術
の
「
プ
ラ
ス
の
効
果
」
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
副
産
物
と
し
て
発
生
し
た
の
が
自
然
環
境
の
破
壊
、
人
口
増
加
（
5
）

な
ど
の
地
球
環
境
の
諸
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
い
わ

ば
科
学
技
術
の
「
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
」
で
あ
る
（
6
）

。
科
学
技
術
の
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
が
顕
著
に
な
っ
た
の
も
、
二
〇
世
紀
と
い
う
「
科
学
技

術
文
明
の
時
代
」
の
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
た
し
、
そ
の
後
遺
症
は
今
も
進
行
中
で
あ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
深
刻
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
と

（
三
八
）
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三
九

思
わ
れ
る
。
人
類
は
科
学
技
術
の
恩
恵
を
手
放
し
で
喜
べ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
（
7
）

。
果
し
て
人
類
は
、
今
後
も
そ
の
よ
う
な
営
み
を
続
け

て
い
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
科
学
技
術
に
よ
る
物
質
的
繁
栄
は
、
上
述
の
よ
う
に
西
欧
に
お
い
て
達
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
科
学
技
術
を
背
景
に
も
つ

西
欧
文
明
は
産
業
革
命
（
8
）

に
よ
っ
て
、
富
と
生
産
力
の
増
大
と
い
う
点
に
お
い
て
、
驚
く
べ
き
力
を
発
揮
し
た
文
明
で
あ
っ
た
。
こ
の
文
明

の
つ
く
り
出
し
た
富
と
生
産
力
に
よ
っ
て
、
西
欧
は
世
界
を
支
配
し
、
統
一
し
た
の
で
あ
る
（
9
）

。
そ
し
て
非
西
欧
文
明
圏
に
属
す
る
人
々
に

よ
っ
て
、
も
っ
ぱ
ら
賛
美
と
模
倣
の
対
象
で
あ
っ
た
西
欧
文
明
に
人
類
の
多
く
は
、
か
つ
て
何
ら
疑
問
を
抱
か
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。

だ
が
今
や
人
類
は
、
前
述
の
科
学
技
術
の
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
、
つ
ま
り
地
球
環
境
の
破
壊
を
憂
慮
し
つ
つ
日
々
の
生
活
を
送
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
先
に
も
少
し
触
れ
た
が
、
地
球
の
温
暖
化
、
海
洋
汚
染
、
森
林
の
破
壊
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
生
じ
た
福

島
の
原
発
事
故
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
（
10
）

な
ど
、
例
を
挙
げ
れ
ば
枚
挙
に
遑
が
無
い
。
し
た
が
っ
て
西
欧
文
明
は
、
地
球
の
環
境
問
題
に

よ
っ
て
大
き
な
壁
に
突
き
当
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
文
明
で
は
宇
宙
船
地
球
号
は
、
も
は
や
に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も
行
か
な
い
ほ
ど
の

状
況
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
わ
れ
わ
れ
は
住
み
よ
い
地
球
環
境
を
後
世
、
子
孫
に
残
し
て
い
く
義
務
を
負
っ
て
い

る
。そ

こ
で
地
球
環
境
の
問
題
が
生
じ
た
原
因
を
改
め
て
吟
味
し
て
み
る
と
、
西
欧
文
明
に
は
西
欧
特
有
の
世
界
観
・
自
然
観
や
キ
リ
ス
ト

教
神
学
の
教
義
が
、
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
小
論
で
は
、
地
球
環
境
の
問
題
を
論
ず
る
に
際
し
て
、
西

欧
文
明
を
成
り
立
た
し
め
て
い
る
特
殊
西
欧
的
な
世
界
観
・
自
然
観
、
そ
し
て
そ
の
基
礎
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
を
明
ら
か
に
し
、

加
え
て
環
境
問
題
解
消
の
一
助
の
た
め
に
、
そ
れ
に
代
る
も
の
と
し
て
仏
教
の
世
界
観
・
自
然
観
を
示
し
、
併
せ
て
経
済
学
の
視
点
か
ら

（
三
九
）
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四
〇

も
、
人
類
に
と
っ
て
住
み
よ
い
環
境
を
提
供
す
る
た
め
に
、
若
干
の
提
案
を
し
て
み
た
い
と
思
う
。

（
1
） 
伊
東
俊
太
郎
「
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
と
近
代
西
欧
科
学
」（『
文
明
に
お
け
る
科
学
』、
勁
草
書
房
、
一
九
八
〇
年
、
所
収
）、
一
四
二
頁
。

（
2
） 

下
村
寅
太
郎
・
小
川
国
夫
「
魔
術
か
ら
科
学
へ
」（『
光
が
あ
っ
た
│
地
中
海
文
化
講
義
│
』、
朝
日
出
版
社
、
一
九
七
九
年
、
所
収
）、
一
四
四

頁
。

（
3
） 

種
田
明
『
近
代
技
術
と
社
会
』、
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
三
三
│
五
四
頁
。

（
4
） 

田
村
正
勝
『
新
時
代
の
社
会
哲
学
』〔
新
装
版
〕、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
二
年
、
三
二
頁
。

（
5
） 

人
口
問
題
に
関
す
る
文
献
と
し
て
は
、
差
し
当
た
り
次
の
も
の
を
参
照
。B

arry C
om
m
oner, M

akin
g P

eace w
ith

 th
e P

lan
et, 1982, 

pp.160, 166. C
olin M

c E
very and R

ichard Jones, A
tras of W

orld
 P

opu
lation, 1978, pp.353-55.

（
6
） C

f. John B
ellam

y F
oster, T

h
e V

u
ln

erable P
lan

et: A
 S

h
ort E

con
om

ic H
istory of th

e E
n

viron
m

en
t,

（rev. ed

）, 1999, ch. 1, 6.　

ジ
ョ
ン
・
ベ
ラ
ミ
ー
・
フ
ォ
ス
タ
ー
『
破
壊
さ
れ
ゆ
く
地
球
：
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
経
済
史
』（
渡
辺
景
子
訳
）、
こ
ぶ
し
書
房
、
二
〇
〇
一
年
、
第
一
章
、

六
章
を
参
照
。

（
7
） 

志
村
忠
夫
『
文
明
と
人
間
│
科
学
・
技
術
は
人
間
を
幸
福
に
す
る
か
│
』、
丸
善
ブ
ッ
ク
ス
、
平
成
九
年
、
一
一
一
頁
。

（
8
） C

f. D
. W
hitehead, “T

he E
nglish Industrial R

evolution as an E
xam
ple of G

row
th, ” R

. H
. H
artw
ell

（ed

）, T
h

e In
d

u
strial 

R
evolu

tion, 1970, pp.3-27.　

長
谷
川
貴
彦
『
産
業
革
命
』、
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
も
参
照
。

（
9
） 

梅
原
猛
『
哲
学
す
る
心
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
、
二
四
四
頁
。

（
10
） 

梅
原
猛
・
稲
盛
和
夫
『
近
代
文
明
は
な
ぜ
限
界
な
の
か
│
人
類
を
救
う
哲
学
│
』、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
文
庫
、
二
〇
一
一
年
、
四
一
頁
。

（
四
〇
）
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四
一

二　

キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
教
義

そ
も
そ
も
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
教
義
に
お
い
て
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
神
を
基
本
と
し
、
出
発
点
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
著
し
い
特
色
が

あ
る
。
つ
ま
り
神
が
存
在
す
る
が
ゆ
え
に
、
こ
の
世
界
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
神
が
創
造
し
た
が
ゆ
え
に
、
こ
の
天
地
万
物
が
あ
る
の

で
あ
る
。
そ
う
し
て
神
の
被
造
物
の
な
か
で
、
人
間
は
特
別
の
存
在
で
あ
っ
た
。
人
間
は
、
神
が
そ
の
形
の
ご
と
く
に
人
を
創
造
し
た
と

見
な
さ
れ
、
い
わ
ば
神
に
ひ
と
き
わ
近
い
存
在
と
し
て
、
そ
の
ほ
か
の
自
然
物
と
の
間
に
一
線
が
画
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
動
植
物
を
含
む

他
の
自
然
物
よ
り
も
、
一
段
上
位
に
君
臨
す
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
1
）

。

『
旧
約
聖
書　

創
世
記
』
に
は
、
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
よ
る
天
地
創
造
が
語
ら
れ
て
い
る
。

「
始
め
に
神
が
天
地
を
創
造
さ
れ
た
。
地
は
混
沌
と
し
て
い
た
。
暗
黒
が
原
始
の
海
の
表
面
に
あ
り
、
神
の
霊
風
が
大
小
の
表
面
に
吹

き
ま
く
っ
て
い
た
（
2
）

。」

「
そ
こ
で
神
が
言
わ
れ
た
、『
わ
れ
わ
れ
は
人
を
わ
れ
わ
れ
の
像
の
通
り
わ
れ
わ
れ
に
似
る
よ
う
に
造
ろ
う
。
彼
ら
に
海
の
魚
と
、
天
の

鳥
と
、
家
畜
と
、
す
べ
て
の
地
の
獣
と
、
す
べ
て
の
地
の
上
に
這
う
も
の
と
を
支
配
さ
せ
よ
う
』
と
。
そ
こ
で
神
は
人
を
御
自
分
の
像
の

通
り
に
創
造
さ
れ
た
。
神
の
像
の
通
り
に
彼
ら
を
創
造
し
、
男
と
女
に
彼
ら
を
創
造
さ
れ
た
。
神
は
彼
ら
を
祝
福
し
、
神
は
彼
ら
に
言
わ

れ
た
、『
ふ
え
か
つ
増
し
て
地
に
満
ち
よ
。
ま
た
地
を
従
え
よ
。
海
の
魚
と
、
天
の
鳥
と
、
地
に
動
く
、
す
べ
て
の
生
物
を
支
配
せ
よ
』、

さ
ら
に
神
が
言
わ
れ
た
、『
見
よ
、
わ
た
し
は
君
た
ち
に
全
地
の
面
に
あ
る
種
を
生
ず
る
す
べ
て
の
草
と
、
種
を
生
ず
る
木
の
実
を
実
ら

す
す
べ
て
の
樹
を
与
え
る
。
そ
れ
を
君
た
ち
の
食
糧
と
す
る
が
よ
い
（
3
）

。』」

こ
の
『
創
世
記
』
に
見
ら
れ
る
限
り
で
は
、
神
が
自
然
（
世
界
）
を
創
造
し
、「
神
の
似
像
」
と
し
て
人
間
を
創
り
、
人
間
が
支
配
し
、

（
四
一
）
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四
二

食
糧
と
す
る
た
め
に
自
然
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
と
も
と
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
教
義
の
な
か
に
は
「
自
然
支
配
」
の
思

想
、
さ
ら
に
「
人
間
中
心
主
義
（
4
）

」
が
包
含
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
い
い
換
え
れ
ば
、
神
が
被
造
物
界
す
べ
て
に
君
臨
す
る
よ
う
に
、
人

間
は
そ
れ
以
外
の
被
造
物
す
べ
て
に
た
い
し
て
君
臨
的
な
態
度
で
臨
む
の
で
あ
る
。
自
然
を
客
体
的
に
捉
え
、
研
究
の
対
象
あ
る
い
は
利

用
の
対
象
と
し
て
き
た
西
欧
人
の
自
然
に
た
い
す
る
態
度
は
、
結
局
こ
こ
に
由
来
す
る
と
い
え
よ
う
（
5
）

。

一
三
世
紀
に
は
、
ス
コ
ラ
哲
学
の
体
系
を
作
り
上
げ
た
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
（
6
）

は
、
最
も
卑
小
な
存
在
物
か
ら
神
に
至
る
ま
で
あ
ら
ゆ

る
階
層
秩
序
が
存
在
す
る
と
主
張
し
、
す
べ
て
の
生
物
は
存
在
す
る
理
由
が
あ
る
も
の
の
、
全
体
の
秩
序
は
神
の
み
が
知
る
と
説
い
た
の

で
あ
る
。
人
間
は
特
別
な
存
在
と
し
て
動
物
の
上
位
に
置
か
れ
、
人
間
に
よ
る
自
然
の
支
配
は
、
理
性
の
あ
る
生
き
物
が
理
性
の
な
い
生

き
物
つ
ま
り
他
の
動
物
を
支
配
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
神
の
論
理
的
な
聖
な
る
秩
序
の
一
部
分
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
人
間
が

他
の
動
物
を
飼
い
馴
ら
す
能
力
を
持
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
に
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
と
さ
れ
た
（
7
）

。
こ
う
い
っ
た
見
方
は
、
一
六
世
紀
の
宗

教
改
革
に
よ
っ
て
も
基
本
的
に
変
化
す
る
こ
と
は
な
く
、
改
革
指
導
者
の
一
人
ジ
ャ
ン
・
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
、
神
が
天
地
創
造
に
六
日
間
を

か
け
た
の
は
、
最
後
に
創
ら
れ
た
人
間
に
完
全
な
世
界
を
用
意
す
る
た
め
で
あ
り
、「
神
は
万
物
を
人
間
の
た
め
に
作
り
給
う
た
（
8
）

」
の
だ

と
固
く
信
じ
て
い
た
。

リ
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
・
ジ
ュ
ニ
ア
は
、
人
間
中
心
の
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
キ
リ
ス
ト

教
の
、
と
く
に
そ
の
西
方
的
な
形
式
は
、
世
界
が
こ
れ
ま
で
知
っ
て
い
る
な
か
で
も
、
最
も
人
間
中
心
的
な
宗
教
で
あ
る
。
…
…
人
は
神

の
自
然
に
た
い
す
る
超
越
性
を
大
い
に
分
け
持
っ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
古
代
の
異
教
や
ア
ジ
ア
の
宗
教
（
恐
ら
く
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
は

別
と
し
て
）
と
ま
っ
た
く
正
反
対
に
、
人
と
自
然
と
の
二
元
論
を
打
ち
立
て
た
だ
け
で
な
く
、
人
が
自
分
の
た
め
に
自
然
を
搾
取
す
る
こ

と
が
神
の
意
志
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
（
9
）

」
と
。

（
四
二
）
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人
間
を
常
に
特
別
な
存
在
と
し
て
み
る
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
教
義
は
、
そ
の
後
の
西
欧
思
想
に
た
い
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
た

と
え
ば
ニ
ュ
ー
ト
ン
と
同
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
で
、
主
と
し
て
王
立
科
学
協
会
（
ロ
イ
ヤ
ル
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
）
を
中
心
に
活
躍
し
た
ロ
バ
ー

ト
・
フ
ッ
ク
は
、
そ
の
著
書
『
ミ
ク
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ア
』
の
序
文
を
、
次
の
よ
う
な
言
葉
で
書
き
始
め
て
い
る
。「
わ
れ
わ
れ
が
、
自
然
の

働
き
を
眺
め
た
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
何
と
か
生
命
を
維
持
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
の
た

め
に
、
こ
れ
を
考
察
し
、
比
較
し
、
変
更
し
、
助
け
、
そ
し
て
改
善
す
る
力
を
も
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
は
、
他
の
被
造
物
に
見
ら
れ
な

い
、
人
類
の
一
大
特
権
で
あ
る
（
10
）

。」

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
ま
さ
に
西
欧
世
界
で
近
代
科
学
の
誕
生
を
可
能
に
し
た
自
然
観
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
世
界
は
、
す
べ

て
神
の
被
造
物
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
人
間
は
特
別
な
、
他
の
被
造
物
よ
り
一
段
高
い
被
造
物
で
あ
る
と
す
る
自
然
観
で
あ
る
。
他
の
被

造
物
（
自
然
）
は
、
こ
う
し
て
人
間
か
ら
峻
別
さ
れ
、
一
段
下
位
の
も
の
と
し
て
、
客
体
的
な
対
象
と
さ
れ
、
人
間
の
利
用
と
研
究
の
対

象
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
1
） 

筑
波
常
治
『
米
食
・
肉
食
の
文
明
』、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
、
昭
和
五
八
年
、
八
五
頁
。

（
2
） 

『
旧
約
聖
書　

創
世
記
』（
関
根
正
雄
訳
）、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
三
年
、
九
頁
。

（
3
） 

同
書
、
一
一
頁
。

（
4
） 

鯖
田
豊
之
『
肉
食
の
思
想
│
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
の
再
発
見
│
』、
中
公
文
庫
、
二
〇
〇
七
年
、
八
六
│
九
一
頁
。

（
5
） 

澤
井
繁
男
『
ル
ネ
サ
ン
ス
文
化
と
科
学
』、
山
川
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、
五
〇
頁
。

（
6
） 

ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
見
解
は
、
西
欧
に
お
け
る
社
会
論
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
中
世
の
社
会
観
が
、
そ

の
背
後
に
あ
る
神
学
的
な
宇
宙
観
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
そ
れ
を
反
映
す
る
形
で
作
ら
れ
て
い
る
。
実
際
、
中
世
の
社
会
観
を
真
に
理
解
し
よ
う
と

（
四
三
）
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す
れ
ば
、
中
世
の
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
が
提
示
す
る
神
を
頂
点
と
し
た
階
層
秩
序
的
な
世
界
観
を
抜
き
に
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。（
甚
野

尚
志
『
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
観
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
七
年
、
九
頁
、
一
二
頁
。）

（
7
） 
ク
ラ
イ
ブ
・
ポ
ン
テ
ィ
ン
グ
『
緑
の
世
界
史
』（
石
弘
之
・
京
都
大
学
環
境
史
研
究
会
訳
）、
朝
日
選
書
、
上
、
一
九
九
六
年
、
二
三
七
頁
。）

（
8
） 
同
書
、
二
三
七
頁
。

（
9
） 

リ
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
・
ジ
ュ
ニ
ア
『
機
械
と
神
│
生
態
学
的
危
機
の
歴
史
的
根
源
│
』（
青
木
靖
三
訳
）、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
二
年
、
八
七
│

八
頁
。

（
10
） 

渡
辺
正
雄
『
文
化
と
し
て
の
近
代
科
学
』、
丸
善
、
平
成
三
年
、
一
八
四
頁
よ
り
引
用
。

三　

近
代
科
学
へ
の
テ
イ
ク
オ
フ

と
こ
ろ
で
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
教
義
で
は
、
神
に
よ
る
天
地
万
物
の
創
造
、
し
た
が
っ
て
自
然
現
象
す
べ
て
が
神
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ

る
と
い
う
考
え
を
も
た
ら
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
神
の
創
造
と
支
配
を
認
め
る
こ
と
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
は
、
次
の
よ
う
な
自
然

認
識
を
生
じ
さ
せ
る
余
地
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
自
然
界
に
は
人
間
の
力
量
を
も
っ
て
は
如
何
と
も
し
が
た
い
、
神
の
定
め
た
合
理

的
秩
序
が
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

一
見
、
複
雑
な
自
然
現
象
も
、
け
っ
し
て
単
な
る
雑
多
で
は
な
く
、
複
雑
さ
の
奥
を
貫
い
て
整
然
と
し
た
合
理
的
法
則
に
し
た
が
っ
て

動
い
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
た
。
加
え
て
、
そ
こ
か
ら
自
然
の
法
則
を
知
る
こ
と
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
そ
れ
を
創
り
出
し
た
神
の
偉
大

さ
を
知
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
思
想
が
芽
生
え
て
き
た
。
天
地
万
物
を
神
の
創
造
物
と
み
な
し
、
自
然
法
則
の
緻
密
さ
を
知
れ
ば
、
そ
の

自
然
を
創
造
し
た
神
が
、
如
何
に
す
ぐ
れ
た
知
恵
を
も
っ
て
い
る
か
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
（
1
）

。

（
四
四
）
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こ
う
い
っ
た
思
想
か
ら
、
自
然
＝
宇
宙
こ
そ
「
第
二
の
聖
書
」
で
あ
る
と
い
う
見
方
が
誕
生
し
た
。
す
な
わ
ち
神
の
創
造
物
で
あ
る
自

然
を
読
み
取
る
こ
と
は
、
神
の
言
葉
で
あ
る
聖
書
を
理
解
す
る
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
自
然
の
研
究
に
は
、
聖
書
の
研
究
に
も

比
す
べ
き
意
義
が
あ
る
。
自
然
は
神
の
作
品
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
賛
美
さ
れ
る
べ
き
、
研
究
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
（
2
）

。
つ
ま
り
自
然

の
合
理
的
秩
序
と
宇
宙
の
美
を
探
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
（
3
）

。
イ
ギ
リ
ス
の
ト
マ

ス
・
テ
ィ
ム
が
一
六
一
二
年
に
書
い
た
次
の
一
節
は
、
当
時
の
自
然
探
究
者
の
神
と
自
然
に
た
い
す
る
基
本
的
な
思
考
を
端
的
に
物
語
っ

て
い
る
。

「
天
と
地
を
生
み
出
し
た
全
知
全
能
の
創
造
主
は
、
二
冊
の
最
も
重
要
な
書
物
を
わ
れ
わ
れ
の
眼
の
前
に
差
し
出
さ
れ
た
。
一
冊
は
自

然
と
い
う
書
物
で
あ
り
、
も
う
一
冊
は
聖
書
で
あ
る
（
4
）

。」

こ
う
し
て
熱
心
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
何
人
か
の
自
然
科
学
者
が
、
そ
の
「
第
二
の
聖
書
」
の
解
読
に
立
ち
向
か
っ
た
。
そ
れ
は
天
地
万

物
、
宇
宙
の
法
則
を
明
ら
か
に
し
て
、
神
の
偉
大
さ
を
世
に
証
し
よ
う
と
、
強
い
使
命
感
に
動
か
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
の
中
の
代

表
的
人
物
を
挙
げ
れ
ば
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
で
あ
り
、
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
で
あ
り
、
あ
る
い
は
リ
ン
ネ
で
あ
っ

た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
近
代
科
学
の
卓
越
し
た
先
駆
者
だ
が
、
同
時
に
熱
心
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
近
代
科
学
は
、

そ
の
誕
生
に
あ
た
っ
て
理
論
的
正
当
性
の
根
拠
を
神
に
求
め
た
の
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
そ
の
科
学
は
神
の
偉
大
な
業
を
明
ら
か
に
し
、

賛
美
し
、
神
へ
至
る
道
で
も
あ
っ
た
。

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
『
職
業
と
し
て
の
学
問
』
の
な
か
で
、「
私
は
こ
こ
に
一
匹
の
シ
ラ
ミ
を
解
剖
し
、
皆
さ
ん
に
神
の
摂
理

を
証
拠
だ
て
て
見
せ
よ
う
（
5
）

」
と
い
う
一
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
の
顕
微
鏡
学
者
ス
ワ
ン
メ
ル
ダ
ム
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
。
自
然
ま
た
は
宇

宙
を
神
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
も
の
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
こ
に
神
の
偉
大
な
業
を
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
一
つ
の
書
物
、
い
わ
ば
「
第
二

（
四
五
）
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の
聖
書
」
で
あ
る
と
い
う
見
解
は
、
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ
の
『
天
文
対
話
』
の
な
か
に
あ
る
ト
ス
カ
ナ
大
公
へ
の
献
辞
に
お
い
て
、

は
っ
き
り
言
及
さ
れ
て
い
る
。

「
よ
り
高
い
も
の
を
目
指
す
も
の
は
よ
り
多
く
異
な
り
ま
す
。
そ
し
て
哲
学
本
来
の
対
象
で
あ
る
自
然
と
い
う
大
き
な
書
物

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
傍
点
│
引

用
者
）
に
向
う
こ
と
は
眼
の
向
う
と
こ
ろ
を
高
く
す
る
方
法
で
す
。
こ
の
自
然
の
書
物
に
読
ま
れ
る
こ
と
は
い
ず
れ
も
、
全
能
な
造
物
主

の
創
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
非
常
に
よ
く
均
整
の
と
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
、
造
物
主
の
仕
事
と
仕
業
と
を
わ

れ
わ
れ
に
い
っ
そ
う
偉
大
な
も
の
と
し
て
示
す
も
の
は
、
い
っ
そ
う
完
全
で
価
値
あ
る
も
の
な
の
で
す
。
そ
し
て
宇
宙
の
構
成
こ
そ
、
わ

た
く
し
の
信
ず
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
知
り
う
る
あ
ら
ゆ
る
自
然
的
事
物
の
な
か
で
も
第
一
番
目
に
価
値
あ
る
も
の
な
の
で
す
。
と
い
う

の
は
、
も
し
宇
宙
が
普
遍
的
な
包
括
者
と
し
て
大
い
さ
に
お
い
て
他
の
す
べ
て
の
も
の
に
先
立
っ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
ま
た

す
べ
て
の
も
の
を
規
制
し
維
持
す
る
も
の
と
し
て
、
高
貴
さ
に
お
い
て
も
他
の
す
べ
て
の
も
の
に
先
立
つ
べ
き
で
し
ょ
う
か
ら
（
6
）

。」

こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ
は
宇
宙
ま
た
は
自
然
を
、
神
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
見
事
な
創
造
物
、
そ
こ
に
わ
れ

わ
れ
が
神
の
偉
大
な
業
と
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
読
み
取
る
べ
き
壮
大
な
書
物
、
つ
ま
り
「
第
二
の
聖
書
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
と
し
て
見

て
い
た
の
で
あ
る
。
い
い
換
え
れ
ば
、
自
然
の
秩
序
や
宇
宙
の
美
を
探
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
神
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
要
す
る
に
自

然
に
秘
め
ら
れ
た
原
因
を
探
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
神
の
偉
大
な
業
と
そ
の
崇
高
さ
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た

の
で
あ
る
（
7
）

。

キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
と
同
時
に
科
学
者
で
も
あ
っ
た
人
々
の
気
持
ち
を
非
常
に
よ
く
表
わ
し
て
い
る
一
つ
の
言
葉
が
、
ジ
ョ
ン
・
ミ

（
四
六
）
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ル
ト
ン
の
長
詩
『
失
楽
園
』
の
な
か
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
以
降
の
近
代
の
宇
宙
観
が
よ
く
映
し
出
さ
れ
て

い
る
。
と
り
わ
け
第
八
章
の
最
初
の
百
数
十
行
は
、
天
使
と
人
間
の
対
話
の
形
式
で
、
さ
な
が
ら
『
天
文
対
話
』
が
そ
こ
に
展
開
さ
れ
て

い
る
と
言
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。
天
使
（
ラ
フ
ァ
エ
ル
）
の
人
間
（
ア
ダ
ム
）
に
向
か
っ
て
語
る
言
葉
と
し
て
、
次
の
一
節
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
お
前
は
い
ろ
い
ろ
尋
ね
、
探
究
す
る
こ
と
を
私
は
咎
め
は
し
な
い
。
大
空
は
、
い
わ
ば
神
の
書
と
し
て
お
前
の
前
に
置
か
れ
て
い
る

か
ら
だ
。

お
前
は
そ
こ
に
神
の
驚
く
べ
き
御
業
を
読
み
、
そ
の
定
め
給
う
た
季
節
、
時
あ
る
い
は
日
、
月
、
年
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
し
、
こ
の
よ
う
な
知
識
に
達
す
る
な
ら
ば
、
計
算
に
誤
り
が
な
い
か
ぎ
り
、
天
が
動
こ
う
が
地
球
が
動
こ
う
が
、
そ
れ
は
重
要
で
は

な
い
（
8
）

。」
す
な
わ
ち
自
然
現
象
の
研
究
を
、
神
の
代
理
人
た
る
天
使
は
咎
め
た
り
は
し
な
い
。
宇
宙
と
は
ほ
か
な
ら
ぬ
神
の
記
し
た
書
物
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
研
究
し
、
す
ぐ
れ
た
業
を
学
び
、
神
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
季
節
、
年
、
月
、
日
、
時
刻
な
ど
の
サ
イ
ク
ル
を
知

る
が
よ
い
。
そ
の
た
め
に
行
っ
た
正
確
な
計
算
の
結
果
、
地
動
説
が
正
し
い
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
一
向
に
差
し
支
え
な
い
こ
と
だ
、
と
主

張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
内
容
に
、
一
面
で
は
近
代
科
学
と
対
立
す
る
要
素
を
含
み
な

が
ら
も
、
他
面
で
は
科
学
活
動
を
促
進
す
る
誘
因
を
含
ん
で
い
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
関
連
し
て
い
え
ば
、
修
道
院
に
お
い
て
科
学
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
の
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
教
の

聖
職
者
た
ち
の
な
か
に
も
、
教
師
と
し
て
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
科
学
に
寄
与
し
た
人
々
が
い
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
修

（
四
七
）
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八

道
士
は
農
業
科
学
や
家
畜
の
飼
育
、
林
業
、
金
属
加
工
、
ガ
ラ
ス
作
り
な
ど
の
実
行
技
術
の
研
究
者
で
あ
り
教
育
者
で
あ
り
、（
リ
ン
・
ホ

ワ
イ
ト
・
ジ
ュ
ニ
ア
に
よ
れ
ば
）「
爪
を
泥
で
汚
し
た
最
初
の
知
識
人
」
で
あ
っ
た
（
9
）

。
大
修
道
院
は
腕
の
い
い
職
人
修
道
士
を
大
勢
抱
え
て

い
た
。
た
と
え
ば
ア
ミ
ア
ン
に
近
い
コ
ル
ビ
ー
修
道
院
に
は
鍛
冶
職
六
人
、
縮
絨
工
一
人
、
金
細
工
師
二
人
、
羊
皮
紙
作
り
の
専
門
家
一

人
、
大
工
四
人
が
い
た
。
コ
ル
ビ
ー
の
北
西
、
英
仏
海
峡
に
近
い
サ
ン
・
リ
キ
エ
修
道
院
に
は
靴
職
人
や
鞍
作
り
工
が
い
た
。
ザ
ン
ク

ト
・
ガ
レ
ン
修
道
院
（
ス
イ
ス
）
の
見
取
り
図
に
は
木
工
職
人
、
馬
具
職
人
、
靴
作
り
、
鍛
冶
職
、
金
細
工
師
、
縮
絨
工
、
刀
剣
磨
き
師

な
ど
の
た
め
の
仕
事
場
が
示
さ
れ
て
い
る
（
10
）

。

（
1
） 

渡
辺
正
雄
『
日
本
人
と
近
代
科
学
』、
岩
波
新
書
、
一
九
八
一
年
、
一
七
一
頁
。

（
2
） 

島
尾
永
靖
編
著
『
科
学
の
歴
史
』、
創
元
社
、
一
九
八
五
年
、
一
〇
四
頁
。

（
3
） 

Ｊ
・
ギ
ー
ス
／
Ｆ
・
ギ
ー
ス
『
大
聖
堂
・
製
鉄
・
水
車
│
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
│
』（
栗
原
泉
訳
）、
講
談
社
学
術
文
庫
、

二
〇
一
二
年
、
一
〇
七
頁
。

（
4
） 

ア
レ
ン
・
デ
ィ
ー
バ
ス
『
ル
ネ
サ
ン
ス
の
自
然
観
│
理
性
主
義
と
神
秘
主
義
の
相
克
│
』（
伊
東
俊
太
郎
・
村
上
陽
一
郎
・
橋
本
真
理
子
訳
）、

サ
イ
エ
ン
ス
社
、
一
九
八
〇
年
、
二
五
│
六
頁
。

（
5
） 

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
『
職
業
と
し
て
の
学
問
』（
尾
高
邦
雄
訳
）、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
九
年
、
四
〇
頁
。

（
6
） 

ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ
『
天
文
対
話
』（
青
木
靖
三
訳
）、
岩
波
文
庫
、
上
、
一
九
九
七
年
、
一
一
│
二
頁
。

（
7
） 

Ｊ
・
ギ
ー
ス
／
Ｆ
・
ギ
ー
ス
、
前
掲
書
、
一
〇
七
頁
。

（
8
） 

ジ
ョ
ン
・
ミ
ル
ト
ン
『
失
楽
園
』（
平
井
正
穂
訳
）、
岩
波
文
庫
、
下
、
一
九
八
五
年
、
四
八
│
九
頁
。

（
9
） 

Ｊ
・
ギ
ー
ス
／
Ｆ
・
ギ
ー
ス
、
前
掲
書
、
一
〇
九
│
一
〇
頁
。

（
10
） 

同
書
、
一
一
〇
頁
。

（
四
八
）
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四　

近
代
科
学
の
無
神
論
的
性
格

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
、
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ
を
は
じ
め
、
近
代
科
学
の
す
ぐ
れ
た
先
駆
者
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
、
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
敬

虔
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
敬
虔
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
よ
り
先
鞭
を
つ

け
ら
れ
た
自
然
や
宇
宙
の
探
究
が
、
や
が
て
後
継
者
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
く
う
ち
に
、
先
駆
者
た
ち
の
恐
ら
く
予
想
だ
に
し
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
事
態
に
直
面
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
然
の
正
体
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
神
の
存
在
を
あ
か
ら
さ
ま
に

持
ち
出
さ
な
い
ほ
う
が
、
か
え
っ
て
自
然
現
象
を
矛
盾
な
く
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
だ
（
1
）

。

こ
う
し
て
自
然
科
学
は
、
い
つ
し
か
無
神
論
的
内
容
に
転
じ
て
い
っ
た
。
し
か
し
神
の
存
在
が
希
薄
に
な
っ
て
も
、
神
の
創
っ
た
作
品

で
あ
る
自
然
界
に
厳
然
た
る
法
則
が
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
、
そ
の
法
則
の
探
究
欲
を
引
き
起
こ
さ
せ
た
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の

教
義
が
近
代
科
学
に
与
え
た
大
き
な
功
績
で
あ
ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
内
部
で
は
、
神
の
定
め
た
整
然
と
し
た
法
則
の
支
配
す
る
自

然
は
、
支
配
の
原
理
と
し
て
の
合
理
的
な
秩
序
を
そ
の
本
質
と
し
て
内
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
ま
た
不
完
全
な

が
ら
理
性
を
有
す
る
人
間
が
、
与
え
ら
れ
た
理
性
を
駆
使
し
て
、
自
然
界
に
内
蔵
さ
れ
る
神
の
意
志
と
合
理
的
秩
序
を
わ
が
物
と
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、
確
信
が
芽
生
え
て
く
る
（
2
）

。
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
世
界
観
の
な
か
で
は
、
こ
の
自
然
が
神
の
創
っ
た
作

品
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
上
に
、
そ
こ
に
神
の
支
配
つ
ま
り
創
っ
た
も
の
に
た
い
す
る
創
り
主
の
計
画
的
支
配
が
読
み
込
ま
れ
て
い
る
と

い
う
発
想
が
顕
著
に
な
り
、
加
え
て
理
性
を
も
つ
特
別
な
被
造
物
で
あ
る
人
間
が
、
そ
の
計
画
的
支
配
を
読
み
取
っ
て
、
そ
れ
に
参
加
し

た
り
、
あ
る
い
は
そ
の
代
理
を
務
め
た
り
す
る
権
利
を
与
え
ら
れ
る
、
と
い
う
発
想
が
生
じ
て
く
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
3
）

。

こ
う
し
て
人
間
の
理
性
に
よ
っ
て
、
お
よ
そ
手
の
届
か
な
い
摩
訶
不
思
議
な
自
然
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
人
間
に
と
っ
て
理
解
可
能
で

（
四
九
）
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〇

あ
る
よ
う
な
自
然
の
様
相
が
そ
こ
に
浮
び
上
が
っ
て
く
る
（
4
）

。「
人
間
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
支
配
さ
れ
る
べ
き
自
然
」
と
い
う
、
こ
の
新
し

い
概
念
の
も
つ
意
義
を
十
分
な
広
さ
と
深
さ
に
お
い
て
、
最
も
明
瞭
か
つ
雄
弁
に
主
張
し
た
の
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
イ
コ
ン
で
あ
っ

た
（
5
）

。
ベ
イ
コ
ン
は
そ
の
著
作
『
ノ
ヴ
ム
・
オ
ル
ガ
ヌ
ム
（
新
機
関
）』
の
な
か
で
、「
人
間
の
知
識
と
力
と
は
、
ひ
と
つ
に
合
一
す
る
。

…
…
自
然
と
は
こ
れ
〔
知
〕
に
従
う
こ
と
に
よ
ら
な
く
て
は
征
服
さ
れ
な
い
（
6
）

」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
る
。

こ
の
言
葉
に
は
科
学
は
、
そ
れ
ま
で
の
ス
コ
ラ
学
の
よ
う
に
学
問
に
終
始
す
る
学
問
で
は
な
く
、
自
然
を
支
配
し
、
変
革
し
て
人
間
生

活
の
改
善
を
目
指
す
た
め
の
営
み
で
あ
る
と
い
う
「
技
術
と
し
て
の
科
学
」「
技
術
の
た
め
の
科
学
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
込
め
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
知
は
力
な
り
」
と
い
う
言
葉
は
、
近
代
の
科
学
と
技
術
の
融
合
を
見
事
に
象
徴
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
（
7
）

。

い
い
換
え
れ
ば
科
学
と
技
術
の
融
合
に
よ
っ
て
、
自
然
を
支
配
し
、
人
類
の
欠
乏
と
悲
惨
と
を
征
服
す
る
こ
と
が
、
彼
の
意
図
す
る
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
。

こ
の
ベ
イ
コ
ン
の
見
解
は
、
晩
年
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
著
作
『
ニ
ュ
ー
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
』
の
な
か
で
語
ら
れ
て
い
る
。
ベ
イ
コ
ン
は

ユ
ー
ト
ピ
ア
「
ニ
ュ
ー
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
」
の
な
か
で
、
科
学
や
技
術
に
関
す
る
知
識
を
収
集
し
、
研
究
す
る
機
関
と
し
て
「
サ
ロ
モ

ン
学
院
」
を
重
視
し
て
い
る
。
ベ
イ
コ
ン
は
「
サ
ロ
モ
ン
学
院
」
と
い
う
理
想
的
な
研
究
機
関
の
目
的
は
、「
事
物
の
諸
原
因
や
秘
密
の

運
動
に
関
す
る
知
識
の
獲
得
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
間
帝
国
の
領
域
を
拡
大
し
て
、
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
成
就
す
る
こ
と
に
あ

る
（
8
）

」
と
記
し
て
い
る
が
、「
サ
ロ
モ
ン
学
院
」
に
は
薬
学
、
光
学
、
音
響
、
工
業
、
農
業
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
実
験
室
と
科
学
機
器
が
整

備
さ
れ
、
実
験
者
と
情
報
収
集
者
が
分
業
の
原
理
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
た
。「
サ
ロ
モ
ン
学
院
」
と
い
う
こ
の
理
想
的
な
研
究
機
関

も
、「
ニ
ュ
ー
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
」
と
い
う
理
想
郷
も
と
も
に
、
ベ
イ
コ
ン
の
学
問
の
革
新
と
そ
の
基
礎
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
的
信
念

に
支
え
ら
れ
、
人
類
全
体
の
幸
福
、
福
祉
の
た
め
に
活
動
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

（
五
〇
）
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し
た
が
っ
て
彼
の
た
だ
一
つ
の
基
本
的
な
関
心
は
、
人
類
の
功
利
と
福
祉
の
た
め
に
、
物
質
の
究
極
の
法
則
と
構
造
に
つ
い
て
科
学
的

知
識
を
得
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
自
然
を
実
質
的
に
支
配
し
て
い
く
の
に
必
要
な
一
般
的
方
法
を
発
見
し
、
広
め
る
こ
と
に
あ
っ

た
（
9
）

。
ベ
イ
コ
ン
の
時
代
は
、
分
業
に
基
づ
く
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
が
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
新
し
い
技
術
が
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に

開
発
さ
れ
て
お
り
、
技
術
の
発
達
に
よ
っ
て
高
ま
っ
て
い
く
生
産
力
の
将
来
に
ベ
イ
コ
ン
は
人
類
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
見
た
の
で
あ
る
（
10
）

。
こ

う
い
う
ベ
イ
コ
ン
の
理
想
が
、
や
が
て
後
期
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
王
朝
の
も
と
で
、
先
に
も
述
べ
た
王
立
科
学
協
会
（
ロ
イ
ヤ
ル
・
ソ
サ
エ

テ
ィ
ー
）
と
し
て
実
現
さ
れ
た
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
11
）

。

こ
の
ベ
イ
コ
ン
の
立
場
は
、
近
代
哲
学
の
父
と
い
わ
れ
る
デ
カ
ル
ト
の
機
械
論
的
自
然
観
に
お
い
て
も
、
本
質
的
に
変
わ
っ
て
は
い
な

い
（
12
）

。
機
械
論
的
自
然
観
に
は
生
命
も
意
志
も
入
り
込
む
余
地
が
な
い
。
自
然
を
機
械
と
見
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
が
自
然
の
力
を
手

段
と
し
て
、
あ
る
い
は
道
具
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
こ
れ
が
近
代
科
学
の
態
度
で
あ
り
、
科
学
が
自
然
を
支
配
し
、
利

用
す
る
技
術
を
生
む
こ
と
に
な
る
（
13
）

。
こ
の
辺
の
こ
と
を
デ
カ
ル
ト
は
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

「
こ
の
哲
学
に
よ
っ
て
火
、
水
、
空
気
、
星
、
天
の
、
そ
の
他
の
私
ど
も
を
取
り
巻
く
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
勢
力
と
作
用
を
、
私
ど
も
は

判
然
と
認
識
す
る
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
れ
は
、
私
ど
も
の
職
人
た
ち
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
技
能
の
あ
る
こ
と
が
、
何
び
と
の
眼
に

も
判
然
と
見
分
け
ら
れ
る
の
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
諸
々
の
勢
力
な
ら
び
に
作
用
を
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
な
用
法
に
お
い

て
私
ど
も
が
用
い
る
こ
と
が
で
き
、
私
ど
も
を
自
然
界
の
主
人
に
し
て
所
有
者
の
ご
と
き
も
の
と
な
し
う
る
こ
と
を
、
こ
の
哲
学
は
私
に

示
し
て
く
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
土
地
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
を
、
そ
こ
に
見
い
出
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
利
便
を
、
何
ん
の
苦
労
も
な

く
享
有
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
、
尽
く
る
こ
と
な
き
技
術
的
発
明
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、
疑
い
も
な
く
こ
の
人
生
の
第
一
の
財
産
で
、
ま
た
他

（
五
一
）
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の
あ
ら
ゆ
る
財
産
の
基
礎
で
も
あ
る
健
康
の
維
持
の
た
め
に
こ
そ
望
ま
し
い
の
で
あ
る
（
14
）

。」

こ
う
し
て
ベ
イ
コ
ン
や
デ
カ
ル
ト
の
科
学
や
哲
学
に
よ
っ
て
自
然
か
ら
価
値
が
剥
奪
さ
れ
、
自
然
の
階
層
的
・
調
和
的
秩
序
が
「
人
間

に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
、
支
配
さ
れ
る
べ
き
自
然
」
に
変
革
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
神
か
ら
最
も
卑
小
な
存
在
物
に
ま
で
至
る
存
在
の
階
層

秩
序
的
な
連
鎖
は
、
つ
い
に
断
ち
切
ら
れ
た
（
15
）

。
こ
の
こ
と
の
意
味
を
科
学
史
家
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
コ
イ
レ
は
、
次
の
よ
う
に
要
約
し
て

い
る
。

「
こ
の
よ
う
な
科
学
・
哲
学
革
命
│
こ
の
過
程
の
哲
学
的
側
面
を
そ
の
純
粋
の
科
学
的
側
面
か
ら
分
離
す
る
こ
と
は
確
か
に
不
可
能
で

あ
る
│
は
、
大
き
く
い
っ
て
コ
ス
モ
ス
の
解
体
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
有
限
で
、
閉
ざ
さ
れ
た
、
そ
し
て
階
層
的
に

秩
序
づ
け
ら
れ
た
全
体
（
そ
こ
に
お
い
て
は
、
暗
く
、
重
く
、
不
完
全
な
地
球
か
ら
次
第
に
よ
り
高
い
完
全
性
を
も
つ
星
や
天
体
に
い
た
る
ま
で
、
価

値
の
階
層
構
造
が
存
在
の
階
層
構
造
を
決
定
し
て
い
た
全
体
）
と
し
て
の
世
界
と
い
う
考
え
方
が
、
哲
学
的
、
科
学
的
に
有
効
な
概
念
で
な
く

な
り
、
そ
の
代
わ
り
に
基
礎
的
な
構
成
要
素
と
法
則
の
同
一
性
に
よ
っ
て
結
ば
れ
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
構
成
要
素
が

存
在
の
同
一
レ
ヴ
ェ
ル
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
無
際
限
の
、
い
な
無
限
の
宇
宙
が
登
場
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
逆
に
、
完
全
性
、

調
和
、
意
味
、
お
よ
び
目
的
の
よ
う
な
価
値
概
念
に
基
づ
く
す
べ
て
の
考
慮
が
科
学
的
思
考
に
よ
っ
て
捨
て
去
ら
れ
た
こ
と
、
究
極
的
に

は
存
在
が
完
全
に
価
値
を
剥
奪
さ
れ
、
価
値
の
世
界
と
事
実
の
世
界
が
断
絶
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
（
16
）

。」

さ
て
ベ
イ
コ
ン
や
デ
カ
ル
ト
の
主
張
ど
お
り
、
人
類
は
自
然
の
合
理
的
秩
序
に
関
し
て
知
識
を
得
る
こ
と
を
介
し
て
、
自
然
を
支
配
し
、

（
五
二
）



西
欧
文
明
と
地
球
環
境
問
題
（
山
口
）

五
三

制
御
す
る
力
を
手
に
入
れ
た
。
こ
れ
は
一
方
か
ら
い
え
ば
、
自
然
界
か
ら
神
を
追
放
し
、
人
類
が
神
の
位
置
に
代
っ
て
座
る
と
い
う
主
権

の
交
代
現
象
を
意
味
し
て
い
る
し
、
中
世
か
ら
近
代
へ
の
移
行
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
神
と
人
と
の
主
権
争
い
に
お
け
る
人
間
の
勝
利
と
し

て
規
定
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
だ
が
視
点
を
換
え
て
み
れ
ば
、
実
は
神
の
占
め
て
い
た
位
置
に
人
類
が
座
る
と
い
う
こ

と
は
、
自
然
の
構
造
の
革
命
的
変
化
を
志
向
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
キ
リ
ス
ト
教
的
な
自
然
観
は
、
構
造
と
し
て
は
相
変
ら
ず
完

全
な
形
で
保
持
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
支
配
者
の
地
位
に
誰
が
着
く
に
せ
よ
│
そ
れ
が
神
で
あ
れ
、
人
間
で
あ
れ
│
自
然
は
支
配

さ
れ
、
制
御
さ
れ
る
べ
き
対
象
で
あ
る
と
い
う
思
想
そ
の
も
の
は
、
牢
固
と
し
て
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
思
想
は
、
自
然
界
が
合
理
的
秩
序
の
な
か
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
人
間
は
与
え
ら
れ
た
理
性

に
よ
っ
て
自
然
の
な
か
の
合
理
的
な
秩
序
を
追
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
そ
の
追
究
を
通
じ
て
知
識
を
介
し
て
自
然
を
自
分
の

都
合
の
よ
い
よ
う
に
制
御
し
、
支
配
す
る
技
と
力
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
こ
う
し
た
近
代
の
西
欧
合
理
主
義
と
近
代
の
科
学

技
術
を
根
底
か
ら
支
え
る
思
想
上
の
基
盤
を
提
供
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
わ
け
で
あ
る
（
17
）

。
だ
が
先
に
述
べ
た
ガ
リ
レ
イ
の
言
葉
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
近
代
科
学
の
創
始
者
た
ち
の
自
然
探
究
は
、
神
の
言
葉
を
自
然
の
な
か
に
求
め
る
と
い
う
動
機
を
、
そ
の
根
底
の
基
盤
と

し
て
い
た
。
ベ
イ
コ
ン
が
「
知
は
力
な
り
」
と
力
説
し
て
も
、
そ
の
力
は
未
だ
抽
象
的
な
意
味
が
強
く
、
自
然
探
究
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

知
は
人
類
の
た
め
に
、
人
類
の
手
の
な
か
に
委
ね
ら
れ
た
も
の
と
い
う
意
味
は
希
薄
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
神
の
手
に
仮
託
さ
れ
た
自

然
に
つ
い
て
の
知
を
人
類
の
た
め
に
人
類
の
手
の
な
か
に
帰
属
さ
せ
よ
う
と
図
っ
た
の
は
、
一
八
世
紀
の
啓
蒙
思
想
家
で
あ
っ
た
（
18
）

。

（
1
） 

村
上
陽
一
郎
『
近
代
科
学
と
聖
俗
革
命
』、
新
曜
社
、
昭
和
五
四
年
、
二
三
頁
。

（
2
） 

和
辻
哲
郎
は
、
名
著
『
風
土
』
の
な
か
で
、
西
欧
と
日
本
の
自
然
現
象
を
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
比
較
検
討
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
特
徴
を
、
そ
の

（
五
三
）
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五
四

合
理
性
に
あ
る
と
い
う
。
西
欧
の
よ
う
な
暴
風
の
少
な
い
所
で
は
、
樹
の
形
が
合
理
的
に
な
る
。
す
な
わ
ち
自
然
が
暴
威
を
振
わ
な
い
所
で
は
、
自

然
は
合
理
的
な
姿
に
己
を
現
わ
し
て
く
る
。
自
然
が
従
順
で
あ
る
こ
と
は
、
自
然
は
合
理
的
で
あ
る
こ
と
に
関
係
し
て
く
る
。
人
は
自
然
の
な
か
か

ら
容
易
に
規
則
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
て
こ
の
規
則
に
従
っ
て
自
然
に
臨
む
と
、
自
然
は
ま
す
ま
す
従
順
に
な
る
。
こ
の
こ
と
が
人

間
を
し
て
さ
ら
に
自
然
の
な
か
に
規
則
を
探
究
せ
し
め
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
自
然
現
象
の
視
点
か
ら
見
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
近
代
科
学
が
誕

生
す
る
理
由
も
容
易
に
理
解
さ
れ
る
。（
和
辻
哲
郎
『
風
土
│
人
間
学
的
考
察
│
』、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
五
年
、
九
一
│
二
頁
。）

（
3
） 

村
上
陽
一
郎
『
文
明
の
な
か
の
科
学
』、
青
土
社
、
一
九
九
七
年
、
一
〇
六
頁
。

（
4
） 

村
上
陽
一
郎
『
科
学
・
哲
学
・
信
仰
』、
レ
グ
レ
ス
文
庫
、
一
九
八
五
年
、
六
五
頁
。

（
5
） C

f. E
dgar Z

ilsel, “T
he G

enesis of the C
oncept of S

cientifi c P
rogress, ” Jou

rn
al of th

e H
istory of Id

ea, ⑥
, 1945, pp.325-

49.

（
6
） 

ベ
イ
コ
ン
『
ノ
ヴ
ム
・
オ
ル
ガ
ヌ
ム
（
新
機
関
）』（
桂
寿
一
訳
）、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
五
年
、
七
〇
頁
。

（
7
） 

前
田
達
郎
「
ベ
イ
コ
ン
の
科
学
思
想
│
「
知
は
力
な
り
」
と
い
う
思
想
の
意
義
│
」（
花
田
圭
介
編
『
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
イ
コ
ン
研
究
』、
御
茶

の
水
書
房
、
一
九
九
三
年
、
所
収
）、
一
九
七
│
二
二
五
頁
を
参
照
。

（
8
） 

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
イ
コ
ン
『
ニ
ュ
ー
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
』（
中
橋
一
夫
訳
、『
世
界
の
大
思
想
』
⑥
、
河
出
書
房
新
社
、
昭
和
四
七
年
、
所

収
）、
四
三
六
頁
。

（
9
） 

Ｈ
・
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
／
Ｗ
・
Ｌ
・
ブ
ラ
ッ
ク
他
『
近
代
科
学
の
歩
み
』（
菅
井
準
一
訳
）、
岩
波
新
書
、
一
九
八
四
年
、
四
一
頁
。

（
10
） 

平
野
喜
一
郎
『
社
会
科
学
の
生
誕
│
科
学
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
│
』、
大
月
書
店
、
一
九
八
一
年
、
一
三
四
頁
。

（
11
） 

水
田
洋
『
思
想
の
国
際
転
位
│
比
較
思
想
史
的
研
究
│
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
八
頁
。

（
12
） 

梅
原
猛
『
文
明
へ
の
問
い
』、
集
英
社
文
庫
、
昭
和
六
一
年
、
二
九
四
頁
。

（
13
） 

赤
木
昭
三
・
赤
木
富
美
子
『
サ
ロ
ン
の
思
想
史
│
デ
カ
ル
ト
か
ら
啓
蒙
思
想
へ
│
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
、
一
四
〇
│
一
頁
。

（
14
） 

デ
カ
ル
ト
『
方
法
序
説
』（
落
合
太
郎
訳
）、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
四
年
、
七
六
頁
。

（
15
） 

甚
野
尚
志
、
前
掲
書
、
二
六
五
頁
。

（
五
四
）
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五
五

（
16
） A

lexander K
oyre, F

rom
 th

e C
losed

 W
orld

 to th
e In

fi n
ite U

n
iverse, 1982, p.2.　

コ
イ
レ
『
コ
ス
モ
ス
の
解
体
│
閉
ざ
さ
れ
た
世

界
か
ら
無
限
の
宇
宙
へ
│
』（
野
沢
協
訳
）、
白
水
社
、
一
九
七
四
年
、
一
五
頁
。

（
17
） 
村
上
陽
一
郎
『
科
学
・
哲
学
・
信
仰
』（
前
出
）、
六
六
頁
。

（
18
） 
古
川
安
『
科
学
の
社
会
史
』、
南
窓
社
、
一
九
八
九
年
、
八
五
頁
。

五　

一
八
世
紀
の
啓
蒙
主
義
の
特
徴
と
そ
の
普
及

啓
蒙
主
義
の
思
想
は
、
一
七
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
に
芽
生
え
、
一
八
世
紀
半
ば
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
大
き
く
発
展
し
、
さ
ら
に
や

や
遅
れ
て
ド
イ
ツ
に
拡
大
し
て
い
っ
た
（
1
）

。
し
た
が
っ
て
一
八
世
紀
の
啓
蒙
思
想
は
基
本
的
に
は
、
ま
ず
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
の
確
認
と
大
陸

へ
の
移
植
と
い
う
作
業
に
始
ま
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
一
六
八
七
年
に
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
『
プ
リ
ン
キ
ピ
ア
』
が
刊
行
さ
れ
た
が
、

こ
の
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
運
動
力
学
の
も
つ
意
味
を
い
ち
早
く
理
解
し
、
そ
の
啓
蒙
に
尽
力
し
た
の
は
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
で
あ
っ
た
（
2
）

。
理
神
論

者
で
あ
り
熱
心
な
ニ
ュ
ー
ト
ン
主
義
者
で
あ
っ
た
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
は
、
世
界
秩
序
の
知
的
創
造
者
と
し
て
の
神
の
存
在
は
認
め
た
が
、
人

格
神
を
認
め
ず
聖
書
の
矛
盾
を
暴
い
た
。
若
き
日
に
パ
リ
を
追
放
さ
れ
、
亡
命
先
の
イ
ギ
リ
ス
で
の
体
験
を
も
と
に
母
国
フ
ラ
ン
ス
の
後

進
性
を
批
判
し
て
著
し
た
『
哲
学
書
簡
（
イ
ギ
リ
ス
便
り
）』
の
な
か
で
、
彼
は
こ
う
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
私
は
哲
学
の
光
に
基
づ

い
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ
り
、
信
仰
の
啓
示
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
。
人
間
的
見
地
か
ら
考
え
る
こ
と
だ
け
が
、
私
の
義
務
で
あ
る
。

…
…
理
性
と
信
仰
と
は
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
（
3
）

」
と
。

と
こ
ろ
で
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
運
動
力
学
は
、
そ
れ
ま
で
と
か
く
天
界
と
地
上
界
と
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
論
じ
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
運
動

（
五
五
）
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五
六

の
問
題
を
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
、
あ
ら
ゆ
る
運
動
に
共
通
に
適
用
で
き
る
形
で
解
い
た
と
い
う
画
期
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
（
4
）

。
ま
さ
し

く
詩
人
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ポ
ー
プ
に
よ
っ
て
「
自
然
と
自
然
の
法
則
は
夜
の
闇
に
隠
れ
て
眠
っ
て
い
た
。
神
が
ニ
ュ
ー
ト
ン
よ
来
た
れ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

と
呼
ば
れ
た
。
す
る
と
光
が
す
べ
て
を
明
る
く
照
ら
し
た
（
5
）

」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
全
世
界
の
運
動
現
象
は
、
わ
ず
か
三
種
類
の
運
動
に

関
す
る
法
則
に
よ
っ
て
、
原
理
的
に
は
完
全
に
描
き
尽
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
た
（
6
）

。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
を
始
め
と
す
る
初
期
の
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
家
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
の
大
陸
へ
の
紹
介
と
い
う
仕

事
に
身
を
投
じ
た
。
だ
が
彼
ら
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
に
た
い
す
る
絶
対
的
信
頼
を
も
っ
て
い
た
が
、
も
は
や
前
世
紀
の
科
学
者
た
ち
の

よ
う
に
、
そ
う
し
た
自
然
界
の
合
理
的
な
秩
序
を
神
の
言
葉
、
神
の
意
志
と
し
て
受
け
取
ろ
う
と
し
な
い
傾
向
の
な
か
に
あ
っ
た
（
7
）

。
フ
ラ

ン
ス
啓
蒙
思
想
家
の
す
べ
て
が
無
神
論
者
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
彼
ら
は
期
せ
ず
し
て
、
科
学
的
な
知
識
を
神
の
手
か
ら
人
間
の

手
に
引
き
戻
す
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
。
い
い
換
え
れ
ば
、
も
は
や
蒙
昧
な
迷
信
や
幻
想
を
も
と
に
し
て
科
学
的
知
識
を
説
く
こ
と
は
で

き
な
く
な
り
、
す
べ
て
の
事
柄
は
検
証
可
能
な
明
晰
・
判
明
性
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
（
8
）

。
要
す
る
に
、

神
へ
の
信
仰
と
自
然
探
究
と
を
完
全
に
切
り
離
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（
9
）

。

彼
ら
に
と
っ
て
は
科
学
の
実
用
化
、
世
俗
化
こ
そ
が
、
ま
さ
し
く
啓
蒙
の
意
味
と
受
け
取
ら
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
家
は
、

ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
と
い
う
新
し
い
体
系
を
、
い
っ
そ
う
の
成
功
へ
と
導
く
た
め
、
新
し
い
事
実
群
の
収
集
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。

こ
う
し
た
啓
蒙
思
想
家
と
し
て
の
態
度
は
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
み
な
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
「
百
科
全
書
派
」
の
デ
ィ
ド
ロ
（
10
）

や
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル

な
ど
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
政
府
や
教
会
の
妨
害
を
受
け
な
が
ら
も
、
デ
ィ
ド
ロ
や
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
ら
が
一
五
〇
人
も
の
執
筆

者
の
協
力
を
得
て
編
纂
刊
行
し
た
『
百
科
全
書
』
は
、
当
時
の
科
学
と
技
芸
の
知
識
を
総
合
的
に
ま
と
め
あ
げ
た
野
心
作
で
あ
っ
た
（
11
）

。
こ

の
『
百
科
全
書
』
は
原
理
と
い
う
よ
り
は
、
上
述
の
よ
う
に
む
し
ろ
実
用
的
な
知
識
で
あ
り
、
科
学
的
知
識
の
実
用
化
、
世
俗
化
の
意
図

（
五
六
）
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を
も
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
別
言
す
れ
ば
、
地
上
に
散
在
し
て
い
る
知
識
を
集
成
し
、
現
在
お
よ
び
未
来
の
人
類
に
伝
え
、
そ

れ
に
よ
っ
て
彼
ら
が
よ
り
有
徳
で
幸
福
に
な
る
願
い
を
込
め
て
書
か
れ
た
こ
の
労
作
は
、
い
わ
ば
啓
蒙
主
義
思
潮
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
一
八
世
紀
の
啓
蒙
主
義
の
時
代
に
な
っ
て
、
人
類
は
始
め
て
自
然
科
学
を
本
当
の
意
味
で
自
分
自
身
の
功
利
、
福
祉

の
た
め
に
利
用
す
る
と
い
う
態
度
を
手
に
入
れ
た
の
で
あ
る
（
12
）

。
こ
の
啓
蒙
の
思
想
こ
そ
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
の
核
心
に
あ

る
も
の
で
あ
る
（
13
）

。

そ
れ
に
伴
っ
て
、
科
学
技
術
に
よ
っ
て
人
類
は
着
実
に
進
歩
し
て
い
く
と
い
う
進
歩
の
概
念
が
芽
生
え
て
く
る
。
一
七
世
紀
の
科
学
者

た
ち
の
発
想
が
、
む
し
ろ
自
然
史
に
た
い
し
て
は
終
末
論
的
な
ペ
シ
ミ
ズ
ム
が
強
か
っ
た
の
に
比
べ
て
、
啓
蒙
主
義
時
代
の
科
学
者
た
ち

は
、
楽
観
的
態
度
で
人
類
の
進
歩
を
確
信
し
、
そ
の
進
歩
を
推
進
す
る
最
大
の
力
を
科
学
技
術
に
求
め
た
の
で
あ
る
（
14
）

。
こ
こ
に
至
っ
て
、

近
代
科
学
は
始
め
て
人
類
社
会
に
た
い
し
て
、
決
定
的
な
影
響
を
も
つ
に
至
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
（
15
）

。
古
代
社
会
で
は
、
進
歩
と
い
う
概
念

は
希
薄
で
あ
っ
た
。
逆
に
、
歴
史
は
特
定
の
方
向
性
を
も
た
な
い
と
す
る
見
解
が
一
般
的
で
あ
り
、
仮
に
方
向
性
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
歴
史
を
黄
金
時
代
か
ら
衰
退
と
し
て
捉
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
古
代
お
よ
び
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
観
で
も
ま

た
、
人
間
が
エ
デ
ン
の
園
で
罪
を
犯
し
て
以
来
、
世
界
は
転
落
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
地
上
の
楽
園
は
再
び
戻
る
こ
と
は
な
い
と
さ

れ
て
い
た
（
16
）

。
一
五
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
の
思
想
家
の
多
く
も
ま
た
、
古
代
文
化
を
再
発
見
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
た
ち
の
時
代
は

尊
敬
す
る
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
時
代
に
比
べ
て
、
文
化
的
な
視
点
だ
け
で
な
く
、
公
共
心
、
道
徳
、
勇
気
の
点
で
も
は
る
か
に
劣
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
た
。

一
七
世
紀
末
に
な
っ
て
、
科
学
的
知
識
の
増
大
と
技
術
の
着
実
な
進
歩
に
よ
っ
て
、
歴
史
と
は
衰
退
で
は
な
く
進
歩
の
記
録
で
あ
る
と

す
る
見
解
が
、
思
想
家
た
ち
の
間
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
八
世
紀
の
啓
蒙
主
義
の
時
代
に
な
っ
て
、
如
何
な
る
分
野

（
五
七
）
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で
も
未
来
、
そ
し
て
進
歩
の
必
然
性
に
関
す
る
楽
観
論
が
定
着
し
た
の
で
あ
る
（
17
）

。
し
た
が
っ
て
思
想
家
た
ち
は
、「
私
た
ち
の
世
紀
は
日

ま
し
に
啓
蒙
さ
れ
て
ゆ
く
か
ら
、
そ
れ
に
比
べ
る
と
以
前
の
あ
ら
ゆ
る
世
紀
は
暗
黒
と
し
か
見
え
な
い
だ
ろ
う
」
と
堂
々
と
言
っ
て
の
け

た
の
で
あ
る
（
18
）

。

「
人
間
性
の
完
成
」
を
信
じ
て
い
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は
、
一
七
九
三
年
に
代
表
作
『
政
治
的
正
義
』
の
な
か
で
、
バ
ラ
色

の
未
来
を
こ
う
説
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
地
球
上
で
人
間
の
住
み
う
る
面
積
の
四
分
の
三
は
、
ま
だ
未
開
拓
で
あ
る
。
耕
作
技
術
の
進

歩
、
そ
し
て
地
球
の
生
産
性
向
上
の
可
能
性
は
、
わ
れ
わ
れ
の
憶
測
の
到
底
お
よ
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
た
と
え
は
る
か
未
来
に
至
る
ま

で
人
口
増
加
が
続
い
た
と
し
て
も
、
地
球
は
人
間
を
支
え
て
い
く
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
（
19
）

」
と
。

進
歩
の
必
然
性
に
関
す
る
楽
観
論
は
、
同
年
に
コ
ン
ド
ル
セ
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
人
間
精
神
の
進
歩
に
関
す
る
歴
史
的
展
望
の
素

描
』
の
な
か
で
、
そ
の
頂
点
に
達
す
る
（
20
）

。
す
な
わ
ち
コ
ン
ド
ル
セ
は
、
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
に
お
い
て
、
進
歩
の
観
念
の
系
譜
を
最
後
に

飾
る
人
で
あ
っ
た
。
コ
ン
ド
ル
セ
の
こ
の
著
作
は
人
間
の
可
能
性
、
そ
し
て
人
間
の
進
歩
の
無
限
性
を
信
じ
た
彼
の
所
信
表
明
と
も
い
う

べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
一
節
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。「
人
間
の
可
能
性
は
、
ま
さ
に
無
限
で
あ
る
。
そ
れ
を
妨
げ
る
も
の
は
、

地
球
自
体
の
寿
命
を
お
い
て
ほ
か
に
な
く
…
…
進
歩
は
…
…
地
球
が
宇
宙
に
お
い
て
現
在
の
位
置
を
占
め
て
い
る
か
ぎ
り
逆
転
す
る
こ
と

は
な
い
（
21
）

。」
こ
れ
と
と
も
に
人
類
社
会
の
歴
史
は
、
未
開
社
会
か
ら
今
日
の
状
態
を
通
じ
て
ヨ
リ
理
想
的
な
社
会
へ
と
、
漸
進
的
で
は
あ

る
に
せ
よ
、
確
実
に
よ
り
よ
い
方
向
に
向
か
っ
て
前
進
を
重
ね
て
い
る
と
い
う
確
信
が
表
明
さ
れ
て
い
る
（
22
）

。

彼
に
あ
っ
て
は
、
人
間
と
社
会
の
進
歩
が
も
た
ら
す
未
来
を
幸
福
な
も
の
と
強
く
確
信
し
て
い
（
23
）

た
（
24
）

。
彼
が
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
コ
ミ
ッ
ト

し
た
の
は
、
ま
さ
し
く
、
こ
う
し
た
楽
観
主
義
に
基
づ
い
た
行
動
で
あ
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。
事
実
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
科
学
技
術
に
た

い
し
て
寄
せ
た
楽
観
的
信
頼
は
、
エ
コ
ー
ル
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ー
ク
の
設
置
を
始
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
科
学
技
術
振
興
政
策
に
鮮
明
に
表

（
五
八
）
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わ
れ
て
い
る
（
25
）

。
こ
の
コ
ン
ド
ル
セ
の
思
想
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
つ
つ
、
一
九
世
紀
に
受
け
継
が
れ
た
。
サ

ン
・
シ
モ
ン
ら
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
、
コ
ン
ト
の
社
会
学
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
哲
学
、
マ
ル
ク
ス
主
義
、
あ
る
い
は
ダ
ー
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
、

そ
の
他
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
一
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
が
、
何
ら
か
の
形
で
、
こ
の
コ
ン
ド
ル
セ
の
思
想
と
繋
っ
て
い
る
。
否
、
一
九
世

紀
ば
か
り
で
な
い
。
今
日
の
わ
れ
わ
れ
の
科
学
技
術
を
考
え
、
人
類
の
歴
史
と
そ
の
未
来
を
考
え
る
と
き
、
そ
の
暗
黙
の
前
提
的
了
解
と

な
っ
て
い
る
の
が
、
実
は
、
コ
ン
ド
ル
セ
を
含
め
た
啓
蒙
主
義
時
代
の
フ
ィ
ロ
ゾ
ー
フ
た
ち
の
発
想
な
の
で
あ
る
（
26
）

。
二
一
世
紀
に
お
い
て

も
、
進
歩
の
思
想
は
依
然
と
し
て
人
間
の
本
質
と
し
て
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
科
学
技
術
の
力
は
、
物
質
や
知
識
の
水
準
を
飛
躍

的
に
増
大
さ
せ
、
そ
れ
を
進
歩
と
呼
ん
で
き
た
。
高
い
消
費
水
準
を
達
成
し
、
強
大
な
自
然
界
を
改
造
す
る
能
力
を
も
つ
こ
と
が
重
要
な

目
標
と
さ
れ
た
。
人
間
は
自
然
を
無
限
の
資
源
を
提
供
す
る
も
の
と
見
な
し
、
そ
れ
ら
を
利
用
し
て
商
品
を
生
産
し
快
適
な
生
活
を
営
む

こ
と
こ
そ
進
歩
だ
と
信
じ
て
き
た
。
進
歩
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
有
益
な
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
人
間
社
会
が
目
指
し
て
い
く
べ
き

も
の
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
進
歩
は
何
よ
り
も
ま
ず
経
済
的
進
歩
＝
経
済
発
展
と
関
連
づ
け
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
一
八
世
紀
の
啓
蒙
期
の
進

歩
思
想
は
、
自
然
を
破
壊
し
、
他
の
社
会
を
自
分
た
ち
の
目
的
に
合
う
よ
う
に
変
革
し
、
世
界
中
の
天
然
資
源
を
収
奪
す
る
と
い
っ
た
西

欧
人
の
行
動
を
自
己
正
当
化
す
る
た
め
の
理
論
を
提
供
し
た
と
い
え
る
（
27
）

。

（
1
） 

西
嶋
幸
右
『
専
制
君
主
と
啓
蒙
思
想
家
│
一
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
│
』、
歴
史
新
書
、
教
育
社
、
一
九
八
九
年
、
一
五
頁
。

（
2
） 

泉
谷
周
三
郎
『
地
球
環
境
と
倫
理
学
』、
木
鐸
社
、
一
九
九
三
年
、
二
六
四
頁
。

（
3
） 

ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
『
哲
学
書
簡
』（
中
川
信
訳
、『
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
、
デ
ィ
ド
ロ
、
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
、
世
界
の
名
著
35
』、
中
央
公
論
社
、

一
九
八
〇
年
、
所
収
）、
一
二
四
頁
。

（
4
） 

高
野
義
郎
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
科
学
史
の
旅
』、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
、
昭
和
六
三
年
、
八
五
│
六
頁
。

（
五
九
）
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（
5
） 

バ
ジ
ル
・
ウ
ィ
リ
ー
『
イ
ギ
リ
ス
精
神
の
源
流
』（
樋
口
欣
三
・
佐
藤
全
弘
訳
）、
創
元
社
、
一
九
八
一
年
、
二
五
〇
頁
。

（
6
） 

広
重
徹
・
伊
東
俊
太
郎
・
村
上
陽
一
郎
『
思
想
史
の
な
か
の
科
学
』、
木
鐸
社
、
一
九
八
四
年
、
一
二
九
頁
。

（
7
） 
ラ
ン
ダ
ル
に
よ
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
の
成
功
と
と
も
に
、
世
界
は
機
械
、
な
か
ん
ず
く
時
計
に
た
と
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

（J. H
. R
andall, Jr., T

h
e M

akin
g of th

e M
od

ern
 M

in
d, 1976, p.227.

）

（
8
） 

小
林
敏
明
『
廣
松
渉
│
近
代
の
超
克
│
』、
講
談
社
、
二
〇
〇
七
年
、
四
八
頁
。

（
9
） 

社
会
科
学
に
お
い
て
は
、
人
間
生
活
＝
社
会
の
自
律
性
は
、
ま
ず
人
間
の
理
性
を
神
の
意
志
か
ら
、
ま
た
神
を
信
ず
る
人
間
の
意
志
か
ら
さ
え
、

切
り
離
す
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。（
水
田
洋
、
前
掲
書
、
一
一
九
頁
。）

（
10
） 

風
真
木
剣
『
ド
ゥ
ニ
・
デ
ィ
ド
ロ
の
回
想
│
『
百
科
全
書
』
を
つ
く
っ
た
男
│
』、
悠
書
館
、
二
〇
一
三
年
を
参
照
。

（
11
） 

Ｊ
・
プ
ル
ー
ス
ト
『
百
科
全
書
』（
市
川
慎
一
・
平
岡
昇
訳
）、
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
を
参
照
。

（
12
） 

広
重
徹
・
伊
東
俊
太
郎
・
村
上
陽
一
郎
、
前
掲
書
、
一
三
一
頁
。

（
13
） 

佐
伯
啓
思
『
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
／
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
、
二
〇
頁
。

（
14
） 

ロ
イ
・
ポ
ー
タ
ー
『
啓
蒙
主
義
』（
見
市
雅
俊
訳
）、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
二
五
頁
。

（
15
） C

f. S
idney P

ollard, T
h

e Id
ea of P

rogress, 1968, ch.2.,　

シ
ド
ニ
ー
・
ポ
ラ
ー
ド
『
進
歩
の
思
想
│
歴
史
と
社
会
│
』（
舟
橋
喜
恵
訳
）、

紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
七
一
年
、
第
二
章
参
照
。

（
16
） 

ク
ラ
ウ
ド
・
ポ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
前
掲
書
、
二
四
四
頁
。

（
17
） 

同
書
、
二
四
五
頁
。

（
18
） 

ポ
ー
ル
・
ア
ザ
ー
ル
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
の
危
機
』（
野
沢
協
訳
）、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
八
年
、
三
九
二
頁
。

（
19
） 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
『
政
治
的
正
義
』（
加
藤
一
夫
訳
）、
春
秋
社
、
昭
和
五
年
、
四
七
八
頁
。

（
20
） 

ロ
イ
・
ポ
ー
タ
ー
、
前
掲
書
、
二
九
頁
。

（
21
） 

ク
ラ
ウ
ド
・
ポ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
前
掲
書
、
二
四
六
頁
よ
り
引
用
。

（
22
） G

. B
arraclough, “U

niversal H
istory, ” in H

. P
. R
. F
inberg 

（ed

）, A
pproach

es to H
istory, 1962, p.84.

（
六
〇
）
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（
23
） 

ホ
ー
イ
カ
ー
ス
は
い
う
。「
コ
ン
ド
ル
セ
を
満
た
し
て
い
た
の
は
、
人
類
の
未
来
に
関
す
る
果
て
し
な
い
楽
観
主
義
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
限
り

な
い
科
学
の
進
歩
は
、
人
間
の
不
幸
の
根
源
を
と
り
除
き
、
万
人
に
幸
福
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
と
。
宗
教
、
迷
信
、
聖
職
者
、
専
制
君
主
ら
は
、

科
学
と
理
性
の
進
歩
の
前
に
、
没
落
し
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
啓
蒙
と
自
由
と
は
、
偏
見
に
基
づ
く
人
間
の
奴
隷
状
態
に
と
っ
て
代
わ
る
で
あ
ろ
う
」

と
。（
Ｒ
・
ホ
ー
イ
カ
ー
ス
他
『
Ｏ
Ｕ
科
学
史
Ⅱ
、
理
性
と
信
仰
』（
藤
井
清
久
訳
）、
創
元
社
、
昭
和
五
八
年
、
四
〇
頁
。）

（
24
） 

安
藤
隆
穂
『
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
展
開
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
、
一
七
一
頁
。

（
25
） 

村
上
陽
一
郎
『
文
明
の
な
か
の
科
学
』（
前
出
）、
四
三
頁
。

（
26
） 

村
上
陽
一
郎
『
近
代
科
学
と
聖
俗
革
命
』（
前
出
）、
一
四
二
頁
。

（
27
） 

ク
ラ
イ
ブ
・
ポ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
前
掲
書
、
二
六
〇
頁
。

六　

結
び
に
か
え
て

先
述
の
よ
う
に
近
代
科
学
か
ら
生
ま
れ
た
科
学
技
術
を
背
景
に
も
つ
西
欧
文
明
は
、
富
や
生
産
力
の
増
大
と
い
う
点
に
お
い
て
驚
く
べ

き
力
を
発
揮
し
た
文
明
で
あ
っ
た
。
ス
ミ
ス
も
マ
ル
ク
ス
も
同
様
、
こ
の
科
学
技
術
文
明
の
つ
く
り
出
す
物
質
の
信
者
な
の
で
あ
る
。
物

質
を
数
量
化
し
て
正
確
に
認
識
し
、
そ
の
認
識
に
よ
っ
て
物
質
を
人
間
の
意
志
に
従
っ
て
支
配
す
る
。
そ
し
て
そ
の
支
配
に
よ
っ
て
物
質

は
、
人
々
に
驚
く
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
提
供
す
る
。
今
ま
で
人
々
の
周
囲
で
眠
っ
て
い
た
物
質
が
、
近
代
科
学
に
よ
っ
て
驚
く
べ
き
巨
大

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
者
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
西
欧
文
明
は
、
そ
れ
を
形
成
し
推
進
し
た
西
欧
人
に
二
つ
の
力
を
与
え
た
。

一
つ
は
「
経
済
力
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
軍
事
力
」
で
あ
る
。
こ
の
経
済
力
と
軍
事
力
に
よ
っ
て
、
西
欧
は
世
界
を
征
服
し
、
世
界

を
西
欧
諸
国
の
支
配
下
に
置
い
た
。
そ
し
て
こ
の
西
欧
諸
国
の
世
界
支
配
の
下
に
、
今
ま
で
多
く
の
文
化
圏
に
分
か
れ
て
い
た
世
界
が
、

（
六
一
）
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始
め
て
一
つ
の
世
界
に
な
っ
た
（
1
）

。

し
か
し
今
や
先
に
も
触
れ
た
と
お
り
、
西
欧
文
明
、
科
学
技
術
文
明
、
そ
し
て
そ
の
基
礎
に
あ
る
啓
蒙
主
義
へ
の
疑
問
が
、
世
界
の

人
々
の
間
で
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
近
年
、
わ
れ
わ
れ
が
生
活
し
て
い
る
こ
の
地
球
に
お
い
て
環
境
問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
・

ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
（
2
）

。
い
い
換
え
れ
ば
人
間
生
活
の
豊
か
さ
を
目
指
し
た
西
欧
文
明
、
科
学
技
術
文
明
が
、
逆
に
人
間
自
身

の
生
活
を
脅
か
し
始
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
3
）

。
科
学
技
術
の
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
一
八
世
紀

の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
先
見
の
明
を
も
っ
て
啓
蒙
主
義
の
「
光
」
と
「
影
」
の
二
面
性
を
し
っ
か
り
見
据
え
て
い
た
人
物
が
い
た
。
百

科
全
書
家
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
そ
の
人
で
あ
る
。
彼
は
次
の
よ
う
な
含
蓄
に
富
む
言
葉
を
残
し
て
い
る
。

「
自
然
科
学
は
日
に
日
に
新
し
い
富
を
蓄
積
す
る
し
、
幾
何
学
は
自
ら
の
領
域
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
隣
接
す
る
物
理
学
の
分

野
に
光
明
を
も
た
ら
し
た
。
世
界
の
真
の
体
系
が
つ
い
に
発
見
さ
れ
た
。
…
…
要
す
る
に
、
こ
の
地
球
か
ら
土
星
ま
で
、
天
体
の
歴
史
か

ら
昆
虫
の
歴
史
ま
で
あ
ら
ゆ
る
点
で
自
然
科
学
は
革
命
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
す
べ
て
の
科
学
も
新
し
い
様
相
を

呈
し
始
め
た
。
だ
が
自
然
科
学
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
の
精
神
的
高
揚
は
、
自
ら
の
枠
の
な
か
で
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
あ
た

か
も
奔
流
の
よ
う
に
堤
防
を
破
壊
し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
ほ
と
ば
り
出
た
。
世
俗
的
学
問
の
原
理
か
ら
啓
示
の
基
礎
に
至
る
ま
で
、
形
而

上
学
か
ら
趣
味
の
問
題
ま
で
、
音
楽
か
ら
道
徳
ま
で
、
神
学
者
た
ち
の
ス
コ
ラ
的
論
争
か
ら
経
済
的
問
題
ま
で
、
自
然
法
か
ら
実
定
法
ま

で
、
要
す
る
に
わ
れ
わ
れ
に
最
も
直
接
関
係
す
る
も
ろ
も
ろ
の
問
題
か
ら
、
ま
だ
当
面
は
間
接
的
に
関
係
す
る
だ
け
の
問
題
ま
で
、
あ
ら

ゆ
る
問
題
が
議
論
さ
れ
分
析
さ
れ
、
少
な
く
と
も
論
及
さ
れ
た
。
多
く
の
対
象
の
う
え
に
投
げ
か
け
ら
れ
た
新
し
い
光
明
、
そ
れ
と
と
も

に
発
生
し
た
新
し
い
暗
雲
、
そ
れ
が
こ
の
精
神
の
普
遍
的
運
動
の
果
実
で
あ
り
、
成
果
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
ち
ょ
う
ど
潮
の
干
満
の
作

（
六
二
）
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用
が
多
く
の
も
の
を
海
岸
に
打
ち
上
げ
、
他
の
多
く
の
も
の
を
運
び
去
る
の
と
同
様
で
あ
る
（
4
）

。」

ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
こ
の
文
章
を
、
近
代
の
科
学
技
術
の
高
ら
か
な
勝
利
の
謳
歌
と
取
る
こ
と
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
だ
が
こ
の
文
章
に
は
、

二
つ
の
重
要
な
点
が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
つ
に
は
、
近
代
の
科
学
技
術
が
、
す
べ
て
の
も
の
を
呑
み
尽
く
す
狂
暴
と
ま
で
言
え
る
よ
う
な

拡
張
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
そ
れ
が
「
新
し
い
富
」
と
「
新
し
い
光
明
」
と
を
与
え
て
く
れ
る
と
同
時
に
多
く
の
も
の

を
人
間
か
ら
奪
い
去
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
二
つ
を
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
は
洞
察
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、
確

固
た
る
信
念
や
目
的
も
な
く
、
た
だ
単
に
物
質
的
環
境
を
支
配
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
富
や
生
産
力
の
増
大
と
い
う
幻
想
に
酔
い
痴
れ
、

繁
栄
を
謳
歌
し
た
一
七
世
紀
末
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
た
い
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
史
家
ト
ー
ニ
ー
は
、
次
の
よ
う
な
警
告
を
発
し
て
い

る
。「
人
類
は
自
然
か
ら
そ
の
秘
密
を
引
っ
張
り
出
す
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
の
秘
密
を
知
っ
た
た
め
に
、
そ
れ
を
用
い
て
み
ず
か
ら
を

破
滅
せ
し
め
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
（
5
）

」
と
。

こ
の
言
葉
は
、
科
学
技
術
の
も
た
ら
し
た
さ
ま
ざ
ま
の
害
悪
、
歪
み
に
悩
ま
さ
れ
、
解
決
に
苦
慮
し
て
い
る
現
代
社
会
に
向
か
っ
て
打

ち
鳴
ら
さ
れ
て
い
る
警
鐘
の
よ
う
で
あ
る
。
人
間
生
活
と
科
学
技
術
と
の
調
和
、
人
間
生
活
と
自
然
環
境
と
の
調
和
を
考
え
て
い
く
上
で
、

一
七
世
紀
初
頭
の
キ
リ
ス
ト
教
的
信
念
に
支
え
ら
れ
て
誕
生
し
た
近
代
科
学
、
人
類
の
幸
福
の
増
進
、
人
間
の
福
祉
の
増
大
を
旗
印
に
掲

げ
、「
光
」
の
側
面
を
強
調
し
て
き
た
啓
蒙
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
そ
し
て
こ
れ
ら
を
土
台
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
科
学
技
術
を
背
景
に

も
つ
近
代
の
西
欧
文
明
の
本
質
を
新
た
な
眼
で
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
持
続
可
能
な
社
会
を
子
孫
に
残
す
た
め
に
、

人
類
の
英
知
を
結
集
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
地
球
環
境
問
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
6
）

。
地
球
環
境
問
題
を
解
決
し
な
い
か
ぎ
り
人

類
に
未
来
は
な
く
、
そ
の
た
め
に
は
後
に
も
述
べ
る
が
生
活
態
度
を
一
変
し
、
経
済
成
長
至
上
主
義
を
捨
て
る
べ
き
で
あ
る
。
だ
が
実
際

（
六
三
）
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に
は
、
日
本
や
他
国
の
経
済
人
、
企
業
経
営
者
は
、
口
で
は
環
境
問
題
が
大
切
で
あ
る
と
い
い
な
が
ら
も
、
経
済
成
長
が
鈍
る
こ
と
を
恐

れ
、
解
決
の
た
め
の
行
動
を
先
延
ば
し
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
広
域
化
し
、
深
刻
な
も
の
と
な
っ
た
地
球
環
境
問
題
の
解
決
の
た
め
に
、
近
代
の
西
欧
文
明
の
根
本
的
な
欠
点
を
克
服
し
よ

う
と
す
る
思
想
的
提
案
や
主
張
が
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
環
境
倫
理
学
（
7
）

と
い
う
学
問
分
野
に
お
い
て
起
こ
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
に
関
連

し
て
、
こ
こ
で
は
仏
教
の
自
然
観
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
芹
川
博
通
氏
に
よ
れ
ば
、
仏
教
の
自
然
観
は
、
イ
ン
ド
思
想
や
中
国
思
想
、
さ

ら
に
は
日
本
思
想
な
ど
の
影
響
も
受
け
な
が
ら
成
立
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

そ
し
て
仏
教
の
自
然
観
を
構
成
す
る
思
想
を
大
別
し
て
、
二
つ
に
分
け
れ
ば
、
そ
の
一
つ
は
万
物
は
同
一
の
根
源
よ
り
生
じ
た
と
か
、

人
間
と
自
然
は
生
命
共
同
体
と
す
る
思
想
、
諸
法
実
相
、
天
地
同
根
、
万
物
一
体
観
、
有
情
・
無
情
仏
性
説
、
草
木
成
仏
説
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
（
8
）

。
こ
れ
ら
は
人
間
は
自
然
と
「
と
も
に
生
き
る
」
と
す
る
、
す
ぐ
れ
た
環
境
倫
理
の
思
想
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
人
間
と
自

然
は
、
同
一
の
生
命
共
同
体
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
両
者
は
対
等
な
関
係
に
あ
る
。
有
情
に
も
無
情
に
も
、
と
も
に
仏
性
が
存
在
す
る
と
い

う
仏
教
の
自
然
観
は
、
仏
教
が
人
間
中
心
的
見
解
を
取
ら
ず
、
両
者
を
同
等
に
考
え
る
見
方
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
（
9
）

。

他
の
一
つ
は
、
山
の
神
、
樹
の
神
、
草
の
神
、
龍
神
、
自
然
神
、
山
岳
信
仰
、
森
信
仰
、
阿
弥
陀
仏
・
大
日
如
来
、
自
然
即
仏
、
無
情
説

法
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
人
間
が
自
然
の
一
員
で
あ
る
と
自
覚
し
た
と
き
、
人
間
は
自
然
を
あ
る
種
の
神
的
存
在
と
し
て
畏
敬
し
、
自
然

を
信
仰
対
象
と
し
た
り
、
ま
た
各
種
の
自
然
信
仰
を
生
み
出
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
仏
教
の
自
然
観
に
立
つ
な
ら
ば
、
人
間
は
自
然
に

よ
っ
て
「
生
か
さ
れ
る
」
あ
る
い
は
「
生
か
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
環
境
倫
理
思
想
へ
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
思
想
を

「
生
か
さ
れ
て
い
る
」
思
想
と
す
れ
ば
、「
と
も
に
生
き
る
」
思
想
か
ら
「
生
か
さ
れ
て
い
る
」
思
想
へ
の
転
換
は
、
現
代
の
環
境
問
題
を

考
え
る
際
に
、
人
間
と
自
然
の
あ
り
方
を
解
く
二
つ
の
思
想
と
そ
の
道
筋
・
進
路
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

（
六
四
）
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こ
の
二
つ
の
思
想
は
、
と
も
に
す
ぐ
れ
た
環
境
倫
理
思
想
で
あ
る
が
、
人
間
が
今
日
直
面
す
る
人
類
生
存
の
危
機
を
認
識
す
る
な
ら
ば
、

人
間
と
自
然
と
の
関
係
は
「
と
も
に
生
き
る
」
思
想
を
進
め
て
、
人
間
が
自
然
に
よ
っ
て
「
生
か
さ
れ
て
い
る
」
思
想
を
素
直
に
受
け
入

れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
「
生
か
さ
れ
て
い
る
」
思
想
は
、
人
間
中
心
主
義
の
完
全
な
放
棄
で
あ
る
と
と
も
に
、
人
間
性
や
人
間
の
生

存
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
よ
う
な
科
学
技
術
の
異
常
な
発
達
に
た
い
し
て
、
思
い
切
っ
た
規
制
の
必
要
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
（
10
）

。

「
生
か
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
自
覚
が
芽
生
え
た
と
き
、
人
間
が
謙
虚
で
敬
虔
に
な
れ
る
切
っ
掛
け
か
も
知
れ
な
い
。「
生
か
さ
れ
て
い

る
」
と
気
づ
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
る
（
11
）

。

最
後
に
仏
教
的
視
点
と
同
時
に
経
済
学
の
視
点
か
ら
も
、
環
境
問
題
解
消
の
一
助
と
し
て
若
干
の
提
案
を
し
て
み
た
い
。
さ
て
西
欧
文

明
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
自
然
観
に
源
を
も
つ
近
代
科
学
技
術
を
基
盤
に
し
て
資
本
主
義
社
会
を
つ
く
り
出
し
、
技
術
革
新
を
重
ね
る
こ
と

に
よ
っ
て
機
械
制
大
工
業
の
時
代
を
出
現
さ
せ
、
巨
大
な
生
産
力
と
物
質
文
明
を
つ
く
り
出
し
て
き
た
。
し
か
し
飽
く
な
き
経
済
成
長
ま

た
は
生
産
力
の
向
上
は
、
地
球
環
境
問
題
を
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
い
ま
そ
の
反
動
を
被
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
自
然
と
人

間
の
営
み
の
再
生
産
を
無
視
し
て
は
社
会
の
存
続
は
、
あ
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
。
人
間
が
自
然
を
支
配
し
た

り
、
自
然
を
つ
く
り
変
え
る
に
し
て
も
、
自
然
の
再
生
産
つ
ま
り
摂
理
を
破
壊
し
て
ま
で
、
そ
う
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
訴
え
て
い
る
の
が
、
現
在
の
地
球
的
規
模
の
環
境
危
機
で
あ
る
。
こ
の
環
境
危
機
に
伴
っ
て
人
類
の
危
機
が
生
じ
、
社
会

の
存
続
さ
え
危
な
く
な
っ
て
い
る
現
在
で
は
、
資
本
活
動
ま
た
は
企
業
活
動
は
抑
制
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
資
本
活
動

の
負
の
所
産
と
し
て
た
え
ず
生
ず
る
外
部
不
経
済
を
資
本
の
負
担
と
す
る
こ
と
、
加
え
て
環
境
（
自
然
）
破
壊
が
小
さ
く
、
よ
り
的
確
に

そ
れ
ら
を
是
正
し
う
る
適
正
規
模
の
企
業
活
動
な
ど
が
当
然
必
要
に
な
る
（
12
）

。
ま
た
人
々
の
生
命
が
守
ら
れ
る
た
め
に
は
、
利
潤
率
が
低
下

し
、
経
済
成
長
が
鈍
化
す
る
こ
と
も
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
々
の
暮
ら
し
を
物
質
的
豊
か
さ
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
人
間

（
六
五
）
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的
・
精
神
的
豊
か
さ
に
求
め
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
を
洗
い
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
が
述
べ
た

「
文
明
の
核
心
が
欲
望
を
増
長
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
人
間
性
を
純
化
す
る
こ
と
に
あ
る
（
13
）

」
と
考
え
る
仏
教
経
済
学
も
有
益
な
示
唆
を
提

供
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
（
14
）

。
従
来
の
生
活
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
自
然
と
人
間
が
共
生
、
共
存
し
う
る
社
会
、
あ
る
い

は
自
然
の
な
か
で
「
生
か
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
謙
虚
な
気
持
ち
を
も
ち
、
少
欲
知
足
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
暮
ら
し
の
で
き
る
社
会
を
構

築
し
う
る
か
も
知
れ
な
い
。

そ
の
意
味
で
、「
定
常
状
態
」
を
忌
み
嫌
う
べ
き
社
会
と
考
え
た
経
済
学
者
リ
カ
ー
ド
と
は
逆
に
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
が
「
定
常
状
態
」

に
お
い
て
こ
そ
経
済
的
進
歩
で
は
な
く
、
精
神
的
・
文
化
的
側
面
で
の
人
間
的
進
歩
が
可
能
に
な
る
と
考
え
た
こ
と
は
、
高
く
評
価
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
（
15
）

。
わ
れ
わ
れ
は
、
今
こ
そ
、
英
知
を
も
っ
て
人
間
的
進
歩
の
内
容
、
人
間
の
生
き
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
、
実
行
す
べ

き
時
期
に
い
る
（
16
）

。

（
1
） 

会
田
雄
次
『
合
理
主
義
』、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
、
第
三
章
を
参
照
。

（
2
） 

佐
和
隆
光
『
成
熟
化
社
会
の
経
済
倫
理
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
、
第
六
章
を
参
照
。

（
3
） 

増
谷
文
雄
・
梅
原
猛
『
知
恵
と
慈
悲
』、
角
川
文
庫
ソ
フ
ィ
ア
、
平
成
九
年
、
二
三
五
│
三
二
六
頁
を
参
照
。

（
4
） 

Ｅ
・
カ
ッ
シ
ラ
ー
『
啓
蒙
主
義
の
哲
学
』（
中
野
好
之
訳
）、
紀
伊
國
屋
書
店
、
一
九
七
六
年
、
五
六
頁
よ
り
引
用
。

（
5
） R
. H
. T
aw
ney, R

eligion
 an

d
 th

e R
ise of C

apitalism
, 1955, p.232.　

ト
ー
ニ
ー
『
宗
教
と
資
本
主
義
の
興
隆
』（
出
口
勇
蔵
・
越
智

武
臣
訳
）、
岩
波
文
庫
、
下
、
一
九
九
三
年
、
二
一
七
頁
。

（
6
） C

f. E
dw
ard G

oldsm
ith, T

h
e W

ay, 1992, p.ⅺ
.

（
7
） 

環
境
倫
理
に
関
す
る
文
献
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
次
の
も
の
が
あ
る
。
藤
原
保
信
『
自
然
観
の
構
造
と
環
境
倫
理
学
』、
御
茶
の
水
書
房
、

（
六
六
）



西
欧
文
明
と
地
球
環
境
問
題
（
山
口
）

六
七

一
九
九
一
年
。

（
8
） 

梅
原
猛
・
庭
野
日
鑛
『
仏
教
を
世
界
へ
』、
佼
成
出
版
社
、
平
成
一
九
年
、
一
二
三
│
一
三
七
頁
。

（
9
） 
栗
田
勇
『
雪
月
花
の
心
』、
祥
伝
社
、
平
成
五
年
、
三
〇
│
二
頁
。

（
10
） 
芹
川
博
通
『
環
境
・
福
祉
・
経
済
倫
理
と
仏
教
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
二
年
、
五
四
│
五
頁
。

（
11
） 

梅
原
猛
・
稲
盛
和
夫
、
前
掲
書
、
二
一
四
頁
。

（
12
） 

Ｅ
・
Ｆ
・
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
『
ス
モ
ー
ル
・
イ
ズ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
』（
小
島
慶
三
・
酒
井
懋
訳
）、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
七
年
、
第

一
部
第
五
章
を
参
照
。

（
13
） 

同
書
、
七
二
頁
。

（
14
） 

井
上
信
一
『
地
球
を
救
う
経
済
学
│
仏
教
か
ら
の
提
言
│
』、
す
ず
き
出
版
、
一
九
九
七
年
を
参
照
。

（
15
） J. S

. M
ill, P

rin
ciples of P

olitical E
con

om
y, C

ollected
 W

orks of Joh
n

 S
tu

art M
ill, edited by J. M

. R
obson, V

ol. Ⅲ
, 1965, 

pp.752-7.　

ミ
ル
『
経
済
学
原
理
』（
末
永
茂
喜
訳
）、
岩
波
文
庫
、（
4
）、
一
九
六
一
年
、
一
〇
一
│
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六
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